
人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―

八
九
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
七
年
二
月
五
日

人
事
院
総
裁

川

本

裕

子

人
事
院
規
則
九
―
八
九
―
七

人
事
院
規
則
九
―
八
九
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
八
九
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応
す

る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
や
む
を
得
な
い
事
情
）

（
や
む
を
得
な
い
事
情
）



第
二
条

給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
人
事
院
規
則

第
二
条

給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の

で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情

人
事
院
規
則
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、
次
に

と
す
る
。

掲
げ
る
事
情
と
す
る
。

一

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

一

配
偶
者
が
疾
病
等
に
よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
状

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が

態
に
あ
る
職
員
若
し
く
は
配
偶
者
の
父
母
又
は
同
居

疾
病
等
に
よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
職

の
親
族
を
介
護
す
る
こ
と
。

員
若
し
く
は
配
偶
者
の
父
母
又
は
同
居
の
親
族
を
介

護
す
る
こ
と
。

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

（
権
衡
職
員
の
範
囲
等
）

（
権
衡
職
員
の
範
囲
等
）

第
五
条

給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
人
事
院
規
則

第
五
条

給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
任
用
の
事
情

で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、
第
二
条
に
規
定
す

等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
人
事

る
や
む
を
得
な
い
事
情
と
す
る
。

交
流
等
に
よ
り
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ



た
者
と
す
る
。

２

給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
同
条
第
一
項
の
規

２

給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権

定
に
よ
る
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院

規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
（
以
下
「
事
由
発
生
」

一

次
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
（
以
下
「
事
由
発
生
」

と
い
う
。
）
に
伴
い
、
住
居
を
移
転
し
、
第
二
条
に

と
い
う
。
）
に
伴
い
、
住
居
を
移
転
し
、
第
二
条
に

規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て

規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て

い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、

い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、

当
該
事
由
発
生
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
事
由
発
生

当
該
事
由
発
生
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
事
由
発
生

の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
第
三

の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
第
三

条
に
規
定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認

条
に
規
定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を

め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を



常
況
と
す
る
職
員

常
況
と
す
る
職
員

（
削
る
）

イ

法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用

（
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
日
の
翌
日
に
お
け

る
も
の
に
限
る
。
）
を
さ
れ
た
こ
と
。

イ

（
略
）

ロ

（
略
）

（
削
る
）

ハ

官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

交
流
採
用
を
さ
れ
た
こ
と
。

ロ

（
略
）

ニ

（
略
）

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

七

第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
中
「
官
署
を
異
に

七

第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
中
「
官
署
を
異
に

す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
官
署
の
移
転
に
伴
い
」
と

す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
官
署
の
移
転
に
伴
い
」
と

あ
る
の
を
「
新
た
に
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

あ
る
の
を
「
検
察
官
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
給
与
法

と
な
っ
た
こ
と
又
は
事
由
発
生
に
伴
い
」
と
、
「
第

第
十
一
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人



二
条
」
と
あ
る
の
を
「
前
項
」
と
、
「
異
動
又
は
官

職
員
等
で
あ
っ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き

署
の
移
転
」
と
あ
る
の
を
「
適
用
又
は
事
由
発
生
」

続
き
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
こ
と

と
読
み
替
え
た
場
合
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
職
員

又
は
事
由
発
生
に
伴
い
」
と
、
「
異
動
又
は
官
署
の

た
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
職
員

移
転
」
と
あ
る
の
を
「
適
用
又
は
事
由
発
生
」
と
読

み
替
え
た
場
合
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
職
員
た
る

要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
職
員

八

（
略
）

八

（
略
）

（
届
出
）

（
届
出
）

第
七
条

新
た
に
給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第

第
七
条

新
た
に
給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第

三
項
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
職
員

三
項
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
職
員

は
、
当
該
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

は
、
当
該
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
し
て
、
人
事
院
が
定
め
る
様
式
の
単
身
赴
任

類
を
添
付
し
て
、
人
事
院
が
定
め
る
様
式
の
単
身
赴
任

届
に
よ
り
、
配
偶
者
等
と
の
別
居
の
状
況
等
を
速
や
か

届
に
よ
り
、
配
偶
者
等
と
の
別
居
の
状
況
等
を
速
や
か



に
各
庁
の
長
（
給
与
法
第
七
条
に
規
定
す
る
各
庁
の
長

に
各
庁
の
長
（
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
含
む
。
以
下

又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
い
う
。
第
三
項
及
び
次

同
じ
。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
身
赴
任

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

手
当
を
受
け
て
い
る
職
員
の
住
居
、
同
居
者
、
配
偶
者

い
。
単
身
赴
任
手
当
を
受
け
て
い
る
職
員
の
住
居
、
同

等
の
住
居
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同

居
者
、
配
偶
者
等
の
住
居
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

様
と
す
る
。

つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
庁
の
長
に
お
い

（
新
設
）

て
配
偶
者
等
と
の
別
居
の
状
況
等
を
認
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
場
合
に
は
、
同

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
し
な
い
。

（
確
認
及
び
決
定
）

（
確
認
及
び
決
定
）

第
八
条

各
庁
の
長
は
、
職
員
か
ら
前
条
第
一
項
の
規
定

第
八
条

各
庁
の
長
は
、
職
員
か
ら
前
条
第
一
項
の
規
定



に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事

に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事

実
を
確
認
し
、
そ
の
者
が
給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一

実
を
確
認
し
、
そ
の
者
が
給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一

項
又
は
第
三
項
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
と
き

項
又
は
第
三
項
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
と
き

は
、
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
単
身
赴
任
手
当
の
月
額
を

は
、
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
単
身
赴
任
手
当
の
月
額
を

決
定
し
、
又
は
改
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
条
第

決
定
し
、
又
は
改
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
支
給
の
始
期
及
び
終
期
）

（
支
給
の
始
期
及
び
終
期
）

第
九
条

単
身
赴
任
手
当
の
支
給
は
、
職
員
が
新
た
に
給

第
九
条

単
身
赴
任
手
当
の
支
給
は
、
職
員
が
新
た
に
給

与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
職
員
た
る

与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
職
員
た
る

要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属

（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属

す
る
月
）
か
ら
開
始
し
、
職
員
が
同
条
第
一
項
又
は
第

す
る
月
）
か
ら
開
始
し
、
職
員
が
同
条
第
一
項
又
は
第



三
項
に
規
定
す
る
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
日
（
人
事
院

三
項
に
規
定
す
る
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
日
の
属
す
る

が
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
要
件
を
欠
く
に

月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の

至
っ
た
日
以
降
の
日
で
人
事
院
が
定
め
る
日
）
の
属
す

属
す
る
月
の
前
月
）
を
も
っ
て
終
わ
る
。
た
だ
し
、
単

る
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日

身
赴
任
手
当
の
支
給
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第

の
属
す
る
月
の
前
月
）
を
も
っ
て
終
わ
る
。
た
だ
し
、

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
こ
れ
に
係
る
事
実
の
生
じ

単
身
赴
任
手
当
の
支
給
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
第
七
条

た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
と
き
は
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
こ
れ
に
係
る
事
実
の
生

そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の

じ
た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
と
き

日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る

は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

月
）
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属

す
る
月
）
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
九
―
八
九
第
五
条
第
二
項
第
七
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
新
た

に
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
者
に
も
適
用
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一
―
七
九
の
一
部
改
正
）

第
三
条

人
事
院
規
則
一
―
七
九
（
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
人
事
院
規
則
の
整
備
等

に
関
す
る
人
事
院
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が

な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍

線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則



（
削
る
）

（
改
正
後
の
人
事
院
規
則
九
―
八
九
に
お
け
る
暫
定
再

任
用
職
員
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

削
除

第
十
二
条

次
に
掲
げ
る
事
由
の
発
生
に
伴
い
、
住
居
を

移
転
し
、
規
則
九
―
八
九
第
二
条
に
規
定
す
る
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居

す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
事
由
の
発

生
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
事
由
の
発
生
の
直
後
に
在

勤
す
る
官
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
同
規
則
第
三
条
に
規

定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る

も
の
と
な
っ
た
暫
定
再
任
用
職
員
は
、
給
与
法
第
十
二

条
の
二
第
三
項
の
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴

任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る



と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職

員
と
す
る
。

一

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
（
令
和
五
年
旧
法
第

八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
日

（
令
和
五
年
旧
法
第
八
十
一
条
の
三
又
は
令
和
三
年

改
正
法
附
則
第
三
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
日
及
び
令
和
五
年

旧
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
一

条
の
五
第
一
項
又
は
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条

第
一
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用
に
係
る
任
期
が
満
了
し
た
日
を
含
む
。
）
の
翌
日

に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
さ
れ
た
こ
と
。



二

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
（
法
第
八
十
一
条
の

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
日
（
法
第
八
十

一
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務

し
た
後
退
職
し
た
日
及
び
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項

又
は
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
若
し
く

は
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
に
係
る
任
期

が
満
了
し
た
日
を
含
む
。
）
の
翌
日
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）
を
さ
れ
た
こ
と
。

第
十
三
条

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
又
は

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
勤
務
し
た
後

退
職
し
た
日
の
翌
日
に
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
第
十
八
条
の
規



定
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
九
―
八
九
第
五
条
第
二
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
退
職

し
た
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
退
職
し
た
日
（
国
家
公
務

員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

六
十
一
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
日
を

含
む
。
）
」
と
す
る
。

第
十
四
条

施
行
日
前
に
、
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
規
則
九
―
八
九
第
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
該

当
す
る
採
用
を
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規

定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
。


